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躍動の季節を迎え、上田城跡を桜の花が彩り、木立の間からは櫓や
門の凛々しい姿が春の日差しに輝く。江戸時代からの雄姿は歴史を
語る平和な史跡となり、桜並木とともに訪れる人々を暖かくもてなす。
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信
濃
を
旅
し
た
文
人
た
ち

黄
昏
時
の
団
子
坂
を
、
ひ
と
り
の
青

年
が
観か

ん

潮ち
ょ
う

楼ろ
う

（
注
1
）
め
ざ
し
て
上
が
っ

て
行
く
。
東
京
美
術
学
校
の
学
生
だ
っ

た
宮
芳
平
21
歳
（
注
2
）。
彼
は
少
し
前

に
父
親
を
亡
く
し
て
い
た
。
仕
送
り
も

途
絶
え
た
中
、
苦
心
惨
憺
し
て
描
い
た

油
彩
画
《
椿
》
は
、
第
８
回
文
部
省
美

術
展
覧
会
に
出
品
す
る
も
落
選
し
て
し

ま
う
。

「
お
れ
の
絵
の
ど
こ
が
わ
る
い
の
か
」。

あ
き
ら
め
き
れ
な
い
宮
は
、
大
胆
に
も

文
展
の
審
査
主
任
を
し
て
い
た
森
鷗
外

を
訪
れ
た
。
当
時
、
鷗
外
52
歳
。
文

豪
と
し
て
名
を
成
し
、
陸
軍
軍
医
総
監

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
職
に
就
い
て
い
た
。

宮み
や

芳よ
し

平へ
い　

～
野
に
あ
っ
て
描
く
～

鷗
外
は
、
紹
介
状
も
な
く
突
然
現
れ
た

画
学
生
を
迎
え
入
れ
た
。

（
注
1
）
文
京
区
千
駄
木
に
あ
っ
た
森
鷗
外

邸
。
現
在
は
森
鷗
外
記
念
館
が
建
つ
。　

（
注
2
）
宮
芳
平
（1893

〜1971

）
新
潟

県
生
ま
れ
。

「
Ｍ
君
は
こ

ん
な
事
を
言
っ

た
。
自
分
は

落
選
し
た
云う

ん

々ぬ
ん

の
画
の
作
者
で

あ
る
。
あ
の
画

は
、
布
、
顔
料
、

額
縁
に
、
持
っ

て
ゐ
た
ゞ
け
の
金
を
掛
け
、
費
さ
れ
る

だ
け
の
時
間
を
費
し
、
嘗な

め
ら
れ
る
だ

け
の
苦
辛
を
嘗
め
て
為し

上あ

げ
た
。
殆
ど

自
分
の
運
命
は
繫か

け
て
あ
の
画
に
あ
る

と
云
っ
て
も
好
い
。
そ
れ
が
不
幸
に
し
て

落
選
し
た
。
そ
こ
で
責せ

め
て
も
の
心
遣

に
、
あ
の
画
の
ど
こ
が
格
に
合
は
ぬ
か
、

聞
せ
て
貰
ひ
た
い
と
云
っ
た
。
…
…
Ｍ

君
は
い
か
に
も
無
邪
気
で
、
其
口こ

う

吻ふ
ん

に

は
詞

こ
と
ば

を
構
へ
て
言
ふ
や
う
な
形
迹
が
少

し
も
な
か
っ
た
。
私
は
聞
い
て
ゐ
る
う
ち

《椿》
（安曇野市豊科近代美術館所蔵）
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に
気
の
毒
に
な
っ
た
の
で
、『
兎
に
角
上

が
り
給
へ
』
と
云
っ
て
、
書
斎
へ
通
し
て

茶
な
ど
を
侑す

す

め
た
。」　

翌
年
、
鷗
外
が
宮
を
モ
デ
ル
に
描
い

た
小
説
『
天て
ん

寵ち
ょ
う』
の
一
節
で
あ
る
。

宮
の
話
を
聴
き
な
が
ら
、
鷗
外
の
眼

は
だ
ん
だ
ん
と
や
さ
し
く
な
っ
て
い
く
。

純
朴
な
こ
の
画
学
生
が
す
っ
か
り
気
に

入
っ
た
の
だ
。
鷗
外
は
、
父
親
の
よ
う

な
愛
情
を
持
っ
て
宮
の
話
を
聞
き
、
助

言
し
た
。宮
が
帰
る
時
、「
ま
た
お
い
で
」

と
言
っ
た
。　

『
天
寵
』
の
最
後
は
、
次
の
よ
う
に
結

ば
れ
て
い
る
。

　「
君
は
自
分
の
境
遇
を
ひ
ど
く
不
幸

だ
と
思
っ
て
ゐ
る
か
知
ら
ぬ
が
、
一
転
し

て
考
へ
て
見
れ
ば
、
君
の
や
う
なfils de 

la fortune

（
注
3
）
は
珍
ら
し
い
。
君
は
、

君
の
世
話
を
し
て
く
れ
る
竹
見
の
や
う

な
商
人
が
、
今
の
世
の
中
に
又
有
ら
う

と
思
っ
て
ゐ
る
か
。
又
Ｗ
先
生
の
や
う

な
師
匠
が
又
有
ら
う
と
思
っ
て
ゐ
る
か
。

君
は
ど
う
思
ふ
と
、
私
は
云
っ
た
。

Ｍ
君
は
自
分
の
境
遇
が
意
外
なeclai

rage

（
注
4
）
を
受
け
た
の
に
驚
い
た
ら

し
く
、『
な
る
程
、
さ
う
で
せ
う
か
ね
』

と
云
っ
て
目
を
睜み

は
っ
た
。」　　

（
注
3
）
運
命
の
寵
児　

（
注
4
）
照
明

鷗
外
の
家
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
宮
は
、
家
族
の
よ
う
に
迎
え
ら
れ

た
。
鷗
外
に
は
４
人
の
子
ど
も
が
い
た

が
、
ま
だ
幼
か
っ
た
杏
奴
と
類
が
ま
と

わ
り
つ
い
て
き
た
。

「
宮
芳
平
さ
ん
は
、
な
ぜ
自
分
の
油

絵
が
落
選
し
た
か
を
、
紹
介
状
も
な

し
に
と
つ
ぜ
ん
聞
き
に
き
た
画
学
生
で
、

鳥
の
巣
の
よ
う
に
頭
が
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
し

て
い
た
。
日
に
や
け
た
顔
が
せ
き
こ
ん

で
く
る
と
唾
を
飛
ば
す
野
人
で
、
父
が

ひ
ど
く
か
わ
い
が
っ
て
い
た
。
画
家
は
な

ん
で
も
描
け
る
一
種
の
天
狗
の
よ
う
に

僕
は
思
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

描
い
て
く
れ
と
言
っ
て
、
宮
さ
ん
を
困
ら

せ
た
。
宮
さ
ん
は
頭
の
上
に
手
を
の
せ

て
、『
い
や
ー
あ
、
そ
い
つ
は
困
る
』
を

観潮楼跡に建つ森鷗外記念館
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連
発
し
な
が
ら
、
歯
ぐ
き
を
い
っ
し
ょ
に

出
し
て
笑
っ
て
い
た
。」

類
の
著
書
『
鷗
外
の
子
供
た
ち
』
の

一
節
で
、
若
き
日
の
宮
の
姿
を
彷
彿
と

さ
せ
て
微
笑
ま
し
い
。

こ
う
し
て
鷗
外
を
訪
れ
て
い
る
間
に

も
、
宮
の
身
辺
は
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
23

歳
で
後
に
妻
と
な
る
エ
ン
と
知
り
合
い
、

長
女
歌
子
が
生
ま
れ
る
。
生
活
は
困
窮

し
、
美
術
学
校
も
退
学
し
て
し
ま
っ
た
。

大
き
な
支
え
と
な
っ
た
鷗
外
も
、
宮
29

歳
の
時
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
エ
ン

と
の
間
に
は
次
々
と
子
ど
も
が
生
ま
れ
、

生
活
は
さ
ら
に
苦
し
く
な
っ
て
い
く
。　

こ
の
頃
、
宮
は
画
家
中
村
彜つ

ね

に
出
会

い
師
事
し
て
い
た
。
彜
も
ま
た
宮
の
よ

き
理
解
者
だ
っ
た
。
そ
の
彜
の
す
す
め

で
、
宮
は
美
術
教
師
と
し
て
諏
訪
の
女

学
校
に
赴
く
。
中
央
画
壇
と
距
離
を
お

い
た
生
活
。
教
師
に
な
る
の
は
堕
落
だ

と
考
え
た
宮
だ
っ
た
が
、
諏
訪
の
自
然

と
人
が
彼
の
心
を
癒
し
て
い
っ
た
。
描
く

こ
と
と
教
え
る
こ
と
は
ひ
と
つ
だ
と
、
そ

う
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

「
私
は
諏
訪
へ
来
た
／
生
活
の
安
定
を

得
る
と
共
に
、
私
の
芸
術
の
道
は
彜
に

よ
っ
て
開
か
れ
る
と
み
え
た
が
／
諏
訪

へ
来
て
二
年
目
、
彜
は
死
ん
だ
／
私
は

一
人
諏
訪
に
残
さ
れ
て
、
も
う
す
で
に

十
六
年
経
っ
た
／
し
か
し
諏
訪
に
於
け

る
私
の
生
活
は
決
し
て
不
幸
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
／
山
と
湖
と
澄
ん
だ
空
と

は
、
何
も
の
に
も
代
え
難
く
私
の
心
を

惹
い
た
／
疑
う
こ
と
を
知
ら
な
い
素
直

な
子
供
達
は
学
校
で
私
の
仕
事
を
楽
し

く
し
て
く
れ
た
。」（『
宮
芳
平
自
伝
』

よ
り
）

描
き
な
が
ら
の
教
師
生
活
は
35
年
に

わ
た
っ
た
。
こ
の
間
、
妻
エ
ン
が
肺
結

核
で
亡
く
な
る
。
享
年
47
。
宮
を
支
え
、

共
に
歩
ん
だ
人
生
だ
っ
た
。
葬
儀
の
際
、

宮
が
描
い
た
妻
の
絵
が
遺
影
と
し
て
掲

げ
ら
れ
た
。　

退
職
し
た
時
、
宮
に
は
退
職
金
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
一
時
期
を
除
き
、

非
常
勤
講
師
の
ま
ま
だ
っ
た
か
ら
だ
。

す
る
と
、
教
え
子
や
友
人
た
ち
が
後
援

　　宮の常設展示室がある豊科近代美術館
（敷地内には５００種ものバラが咲く庭園が隣接）
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会
を
つ
く
っ
て
個
展
を
開
き
、
さ
ら
に
は

ア
ト
リ
エ
を
贈
っ
た
。
か
つ
て
鷗
外
が
彼

に
感
じ
た
「
天
寵
」
が
、
こ
こ
に
も
顕

れ
た
の
だ
。
ア
ト
リ
エ
は
終
の
住
処
と

も
な
っ
た
。
晩
年
に
描
か
れ
た
《
聖
地

巡
礼
シ
リ
ー
ズ
》
は
、
長
年
抱
い
て
き

た
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
思
い
が
結
実
し
た

宗
教
画
で
、
そ
の
色
彩
と
タ
ッ
チ
は
観

る
も
の
を
圧
倒
す
る
。
こ
う
し
て
、
77

歳
で
亡
く
な
る
ま
で
精
力
的
に
描
き
続

け
、《
黒
い
太
陽
》
が
絶
筆
と
な
っ
た
。

そ
の
画
業
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
は
、
死
後
の
こ
と
で
あ
る
。

２
０
１
３
年
か
ら
２
０
１
４
年
に
か

け
て
、「
生
誕
１
２
０
年　

宮
芳
平
展　

〜
野
の
花
の
よ
う
に
〜
」
が
ゆ
か
り
の

地
を
巡
回
し
た
。
２
５
０
点
も
の
作
品

と
宮
の
人
生
は
、
行
く
先
々
で
人
々
を

魅
了
し
た
。
最
終
開
催
地
の
安
曇
野
市

豊
科
近
代
美
術
館
に
も
大
勢
の
人
が
訪

れ
て
い
た
。　
　
　
　
　

回
顧
展
は
終
わ
っ
た
が
、
実
は
、
こ

の
美
術
館
に
は
宮
の
常
設
展
示
室
が
あ

る
。
平
成
６
年
、
遺
族
よ
り
約
二
千

点
の
作
品
や
資
料
、
遺
品
が
寄
贈
さ
れ

た
の
だ
。
常
に
60
数
点
の
作
品
が
展
示

さ
れ
、
ア
ト
リ
エ
も
再
現
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
、
あ
の
鷗
外
ゆ
か
り
の
《
椿
》
に

出
会
う
こ
と
も
で
き
る
。

中
世
の
修
道
院
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と

い
う
館
内
に
は
、
敬
虔
な
雰
囲
気
が
漂

う
。
作
品
を
巡
り
な
が
ら
宮
の
人
生
に

思
い
を
馳
せ
る
。
信
州
の
一
美
術
教
師

と
し
て
清
貧
の
う
ち
に
生
き
、
野
に
あ
っ

て
描
き
続
け
た
。

清
々
し
い
生
き
方
だ
っ
た
と
思
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
野　

郁

（
参
考
文
献
）

『
宮
芳
平
自
伝　

森
鷗
外
に
愛
さ
れ
た
画
学

生
M
君
の
生
涯
』
宮
芳
平
著　

堀
切
正
人

編
・
注　

求
龍
堂

『
宮
芳
平
画
文
集　

野
の
花
と
し
て
生
く

る
』
求
龍
堂

『
森
鷗
外
と
３
人
の
画
家
た
ち
展
』
豊
科
近

代
美
術
館

『
鷗
外
選
集　

第
五
巻
』
岩
波
書
店

『
鷗
外
の
子
供
た
ち
』
森
類
著　

ち
く
ま
文

庫

バラのアーチが美術館を彩る



　見知らぬ土地へ訪れる際、地図があるととても心強いものです。
近年、地図の電子化に伴い、カーナビゲーションがどこへでも案
内してくれるので私たちの暮らしはとても便利になりました。ま
た、昔ながらの古地図
にも人気があり、色鮮
やかな絵図をたよりに
街を散策する人たちが
増えています。
　上田情報ライブラ
リーでは昨年の９月か
ら全５回にわたり、「地
図をひらけば街がみえ
る」と題した講座を開
催してきました。講師は、『上田古地図帖』編者の長野県地理学
会顧問の佐々木清司さんと上田社会教育大学講師の尾崎行也さん
です。私たちの住む上田城下町にも、戦国時代から江戸時代にか
けて作られた、すばらしい彩色の絵図が存在し、それらからかつ
ての上田の姿を読みとることができます。近代の地図や古地図か
ら上田の歴史を探る講座をご紹介します。
　１月 30日（土）の最終回には 50人以上の参加者が、パレオビ
ル６階の会議室に集まりました。前回までは４階のセミナールー
ムで開催してきましたが、おふたりの対談ということで希望者が

8

上田情報ライブラリーでは今・・・

「地図をひらけば街がみえる」
      ～第５回対談　地図にみる上田城下町今昔～

講座の様子
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多く、急遽広い会場へ変更になりました。
　まずは、佐々木清司さんより地形図の歴史について、「昔は民
間や役所が作っていましたが、明治時代になって日本全体の地図
が必要になり、19年には参謀本部で作られるようになりました。
このときから等高線を用いた正確で大規模な地図に変わっていき
ました」とのお話がありました。
　私たちが良く目にする地図は、たくさんの情報が詰め込まれて
いるうえ、等高線は細かくて薄いので、地形がなかなか把握でき
ません。説明を聞きながら、かつ等高線を意識すると、山や谷、
川や街道が、少しずつ立体的に見えてきます。地図を見るにはど
うやら想像力も必要なようです。
　前回の講座「かいこが街をつくる」では、大正 11年の「長野

県上田全図」を見
ながら、蚕

さん

都
と

上田
についての理解も
深まりました。当
時随所にあった桑
畑は千曲川岸にま
で広がっている様
子を見せていただ
きました。川の氾
濫にも耐える種類
を選んで植えられた
桑の木は、乾燥した

河風が病害虫を防ぎ、質の良い桑が採れたお話を聞き、養蚕が盛
んだった頃の上田の街を感じることができました。　　　　
　次に、尾崎行也さんは「人間の手によって描かれた絵地図は、
なんとも温かみがあって、見ていて飽きない」と話します。近現
代の地図は、測量に基づいてできており真上から見た正確な地図

上田市全図大正1１年（桑畑）
上田市立図書館蔵
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ですが、江戸時代の絵図は、宿場町などに要点を置き、ほかは大
まかに見たままが扇状に描かれています。何らかの目的をもって
作られたもので、例えば上田城を攻撃するために作られた絵図は、
本丸に視点を置いて山や街道が描かれ、その場所の状態（例：浅
い田んぼ）や、お城までの距離が記されています。この絵図は、
上田藩が幕府に忠誠を誓う証として差し出されたという記録が
残っています。
　また、上田城下町用水絵図（弘化４年）は、善光寺大地震の時
に水路が壊れて上田の街に生活用水が流れてこなくなり、上田藩
が町人や武士が水に困らないように改めて水路を見直そうと作っ
た絵図で、用水路の実態がとてもわかりやすく記されています。
他にはないとても珍しいものです。このように絵図は、正確さに
は欠けますが、特定の用途においては現在の地図より、はるかに
理解しやすいものでした。
　おふたりの対談は、尾崎さんから佐々木さんに質問をするとい
う形で進められました。「等高線は実に素晴らしい表現方法であ
るが、どんな状況で伝わってきたものなのか」との質問に対し、
佐々木さんは「最初は、海図で使われていたもので、徐々に陸に
も取り入れるようになった。だが、等高線を使用する以前にも高
さを表す手法はあり、ケバ式（雲のようにモクモクしたように描
く）というものを使っていました」との説明。
　また鳥瞰図の素晴らしさには意気投合し、近代でも地形図ばか
りでなく、絵図のようなものもあると話は移っていきました。鳥
瞰図とは、昭和初期から使われるようになった、空を飛んでいる
鳥の目から見たように表現される絵図で、一目で全体が見渡せる
ように図化され、とても美しい地図です。別所温泉や鹿教湯温泉
にも存在します。
　現在も鳥瞰図は作られていますが、描く人の技能が高まってい
ないと感じるおふたりは、最近のイラストマップには魅力がない
と言います。街並みはわかりやすく目的地にもたどり着けるのだ
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が、山が描かれてなく、全体のイメージがつかみにくい。現代人
にも鳥の目を持ってほしいと話します。

　「近代地図の利便性、また古地図を見る楽しさと当時の人々の
豊かな感性を多くの人に味わってほしい」との石井館長のメッ
セージで今年度の講座は終了しました。 
　温故知新を大切にする上田情報ライブラリーでは、来年度以降
も各種講座を開催致します。皆さま、是非ご参加いただきたいと
思います。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　平成 28年１月 30日取材　　望月　聡子

　活文禅師遺跡

　光春の昼下がり、上田市中常田通りの一角にある「常田毘沙門堂」
を訪れた。街の中心地にありながら、ここには穏やかな時が流れて
いる。市指定史跡・活

かつ

文
もん

禅
ぜん

師
じ

のお堂である。
　活文禅師は、安政４
（1775）年、松代藩の武士・
森
もり

五
い

十
そ

三
み

重
しげ

喬
たか

の二男として
生まれた。寛政11（1799）年、
24歳で禅宗の修業を終え、
長崎に向かう。大徳寺で黄

おう

檗
ばく

宗
しゅう

、中国語・オランダ語
を学んだ活文は、長崎や江
戸で交流した人達との記録毘沙門堂全景



「我
が

思
し

故
こ

人
じん

帖
ちょう

」を著し、一弦琴などを持ち帰った。
　文政２（1819）年、45歳の時、学識豊かな活文禅師は、上田市神

かん

川
がわ

上
かみ

青
あお

木
き

の龍
りゅう

洞
どう

院
いん

の第十三代住職として迎えられた。しかし、周囲
との折り合いがあわず、８年後、
その職を弟子の智

ち

舷
せん

に譲り、岩門
の大日堂に「多

た

聞
もん

庵
あん

」という寺子
屋を開いた。武士・農民・商人・
子供など、教えを請う千人を超す
人たちが殺到したという。活文は
教えを請う人には親切に接し、年
齢・学力に応じた教え方をしたと
いう。教え子の中には、幕末から

明治にかけ近代国家の礎を担った佐久間象山（兵学者・朱子学者）、
赤松小三郎（兵学者）、高井鴻山（儒学者・浮世絵師）、竹内八十吉
（大工棟梁）などがいた。なかでも佐久間象山は、松代から 30㎞の
道のりを馬で地蔵峠を越え、1年間通い詰めたという。文政 12（1829）
年には、常田の毘沙門堂に移り寺子屋を続けた。
　弘化２（1845）年５月、活文は毘沙門堂で亡くなった。享年 71歳。
遺骨は龍洞院と毘沙門堂に分納された。
　
　昭和３年、時の上田市長などが中心に
なり、活文の史跡と遺徳を後世に伝える
目的で、毘沙門堂に活文追福の碑が建立
された。その際、分納されていた活文の
遺骨がここに埋葬されたという。
　日本の歴史を変えるような人々に影響
を与えた人物が、ここ上田にもいたこと
を誇りに思う。　　　　　　　　　　　
　　　
　　　　平成 28年２月 28日訪問　　　　

　　　　　　　　　　　吉池みどり

12

象山勉学の地

大日堂
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穗
髙
神
社
式
年
遷
宮
祭

　今
年
の
五
月
一
日
〜
十
五
日
ま
で
、

安
曇
野
市
に
あ
る
穗
髙
神
社
で
は
七
年

に
一
度
の
式
年
遷
宮
祭
を
迎
え
る
。

　ご
存
知
の
よ
う
に
穗
髙
神
社
の
祭
神

は
、
海
神
穂
高
見
命
（
主
神
）
と
親
神

綿
津
見
命
、
さ
ら
に
天
照
大
御
神
の
孫

と
さ
れ
る
瓊に

　
に

　
ぎ
の
み
こ
と

　

々
杵
命
の
三
神
で
あ
る
。

　穂
高
見
命
は
、
平
安
時
代
初
期
の
弘

仁
六
（
八
一
五
）
年
に
嵯
峨
天
皇
の
命

令
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
古
代
氏
族
の
出

自
を
一
覧
に
し
た
『
新し
ん
せ
ん撰
姓し

よ
う
じ
ろ
く

氏
録
』
に

「
阿あ

　
づ
み
の
す
く
ね

曇
宿
禰
、
海
神
綿
津
見
豊
玉
彦
神

の
子
、
穂
高
見
命
の
後
な
り
」
と
の
記

述
に
登
場
す
る
。

　ま
た
、『
古
事
記
』
に
は
「
綿
津

見
神
は
、
阿
曇
連む
ら
じ

　
等
が
祖お

や
が
み神

と
し
て

以も
ち
い

　
つ

　
く

　
か
み

伊
都
久
神
な
り
、
故か

　れ
阿
曇
連
等
は

綿
津
見
神
の
子
、
宇う

　
つ

　
し

　
ひ

　
か
な

都
志
日
金
拆さ

く
の
み
こ
と

命
の

子
孫
な
り
」
と
あ
り
、
こ
の
宇
都
志
日

金
拆
命
（
川
中
島
の
氷
銫
斗
賣
神
社
祭

神
）
が
穂
高
見
命
と
同
一
の
神
で
あ
る

海人族安曇族と古代日本列島
知られざる日本古代史⑤

安曇族研究会会員　酒 井 春 人

玄界灘に浮かぶ安曇族の本拠地志賀島

奥穗高岳頂上に鎮座する嶺宮（穗髙神社提供）

上高地明神池畔に鎮座する奥宮

安曇野市穂高に鎮座する本宮

安曇族とは⑤.indd   1 16/03/25   16:06
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と
さ
れ
て
い
る
。

　穗
髙
神
社
は
、
奥
穗
高
岳
の
頂
上
に

嶺
宮
、
上
高
地
の
明
神
池
の
畔
に
奥

宮
、
そ
し
て
安
曇
野
の
穂
高
に
本
宮
と

三
宮
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
宮

形
式
は
、
安
曇
族
の
本
拠
地
志
賀
島
の

志
賀
海
神
社
も
同
様
で
あ
る
し
、
海
神

族
の
宗
像
大
社
も
三
宮
形
式
を
取
っ
て

い
る
。

　と
こ
ろ
で
、
式
年
御
遷
宮
と
は
、
周

期
的
に
社
殿
を
新
し
く
造
り
替
え
、
神

が
旧
宮
か
ら
新
宮
に
お
遷
り
に
な
る
大

典
の
儀
式
で
あ
る
。

　御
遷
宮
に
先
立
ち
、
本
殿
遷
座
祭
が

行
わ
れ
る
一
〇
〇
日
前
に
は
、
穗
髙
神

社
の
神
域
を
浄
め
る「
四し

　
し

　
さ
か
き
だ
て

　

至
榊
立
神
事
」

が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
か

ら
行
わ
れ
て
お
り
、
神
域
の
四
か
所
の

境
に
注し

　
め

　
な
わ

連
縄
を
張
っ
た
二
本
の
榊
を
立

て
、
四
至
内
を
神
聖
な
場
所
に
保
つ
た

め
に
行
わ
れ
る
儀
式
で
あ
る
。
こ
の
期

間
中
は
一
切
の
禁
忌
を
厳
重
に
守
り
、

た
と
え
亡
く
な
っ
た
人
が
出
て
も
、
仏

具
の
鳴
り
物
に
よ
る
高
音
を
立
て
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
、
密
葬
に
す
る
こ
と
な

ど
、
ひ
た
す
ら
謹
慎
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
た
。

　こ
う
し
て
神
域
内
を
浄
め
た
後
、
本

時
）、
真
夜
中
の
浄
暗
の
中
、
氏
子
の

人
た
ち
が
松
明
や
提
灯
、
さ
ら
に
威
儀

物
と
呼
ぶ
、太
刀
や
弓
、楯た
て
を
捧
げ
持
ち
、

神
様
の
お
通
り
に
な
る
道
の
両
側
に
居

並
ぶ
。
そ
の
中
を
、
神
は
修
復
し
清
め
ら

れ
た
御
本
殿
に
お
遷か
え

り
に
な
る
。
そ
の
様
子

は
神
官
た
ち
が
絹
垣
で
囲
ん
だ
御お

　
は
ぐ
る
ま

　

羽
車
に
御

神
体
を
乗
せ
、
祭
員
が
警け
い
ひ
つ蹕と

呼
ぶ
声
を
あ

げ
、
神
様
へ
の
敬
意
と
人
々
に
注
意
を
促
す

中
、
し
ず
し
ず
と
進
む
。
こ
の
よ
う
に
し
て

行
わ
れ
る
遷せ
ん
ぎ
よ
の
ぎ

御
儀
は
き
わ
め
て
厳
粛
な
儀

式
と
言
え
る
。

　
穂
高
人
形
大
飾
物

　穗
髙
神
社
式
年
遷
宮
祭
の
呼
び
物

は
、
穂
高
人
形
の
大
飾
物
で
あ
る
。
日

本
一
と
言
わ
れ
る
大
掛
か
り
な
人
形
群

が
神
社
境
内
を
彩
る
。

　日
本
の
歴
史
の
有
名
な
場
面
や
神

話
、
お
と
ぎ
話
な
ど
か
ら
材
を
と
り
、

例
え
ば
川
中
島
合
戦
の
信
玄
・
謙
信
に

よ
る
一
騎
打
ち
の
場
面
、
あ
る
い
は
天

照
大
御
神
の
岩
戸
隠
れ
の
シ
ー
ン
な

ど
、
参
拝
客
を
楽
し
ま
せ
る
。

　一
つ
ひ
と
つ
の
人
形
は
精
巧
に
作
ら

れ
て
お
り
、
舞
台
も
神
社
の
神
池
や
社

叢
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
た
り
と
、
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
一
度
ご

殿
遷
座
祭
が
行
わ
れ
る
が
、
ま
さ
し
く

神
秘
的
な
祭
事
で
あ
る
。

　ま
ず
、
五
月
寅
の
日
（
平
成
二
十
八

年
は
五
月
八
日
）
の
寅
の
刻
（
午
前
三

観
覧
い
た
だ
き
た
い
。

「
玄
海
砂
持
ち
行
事
」

　こ
の
式
年
遷
宮
祭
の
期
間
中
に
行
わ

れ
る
注
目
す
る
行
事
が
あ
る
。「
玄
海

砂
持
ち
行
事
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

　こ
の
行
事
は
御
遷
宮
の
折
に
、
穗
髙

穂高人形大飾物「川中島合戦信玄・謙信一騎打ちの場」（平成21年大遷宮祭にて）

穂高人形大飾物「那須の与一、扇の的を射る」」（平成21年大遷宮祭にて）

「
四
至
榊
立
神
事
」（
平
成
28
年
1
月
30
日

　新
居
ノ
沢
に
て
）

遷
御
儀
（
神
様
が
新
し
い
本
殿
に
お
遷
り
に
な
る
）

	
	

　
　
　
　
　（穗
髙
神
社
提
供
）

安曇族とは⑤.indd   2-3 16/03/25   16:06
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穂高人形大飾物「那須の与一、扇の的を射る」」（平成21年大遷宮祭にて）

「
四
至
榊
立
神
事
」（
平
成
28
年
1
月
30
日

　新
居
ノ
沢
に
て
）

遷
御
儀
（
神
様
が
新
し
い
本
殿
に
お
遷
り
に
な
る
）

	
	

　
　
　
　
　（穗
髙
神
社
提
供
）

安曇族とは⑤.indd   2-3 16/03/25   16:06
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神
社
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
福
岡
市
の

志
賀
海
神
社
に
穗
髙
神
社
の
神
職
が
参

拝
し
、
志
賀
島
の
高
天
原
と
い
う
浜
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
大
量
の
砂
を
志
賀

海
神
社
よ
り
い
た
だ
い
て
持
ち
帰
り
、

そ
れ
を
氏
子
た
ち
に
よ
り
、
穗
髙
神
社

御
神
殿
の
周
り
に
清
め
の
た
め
に
撒
く

行
事
で
あ
る
。
こ
の
砂
は
「
御お

　
し
お
い

　

潮
井
」

と
呼
ば
れ
る
。

　私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
も
、
穢

れ
を
祓
う
と
き
、
清
め
の
塩
を
身
に
ふ

り
か
け
た
り
、
家
の
門
口
に
盛
っ
た
り

す
る
風
習
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　志
賀
海
神
社
で
は
、
こ
の
塩
に
か

わ
っ
て
、「
御
潮
井
」と
呼
ぶ
、
玄
界
灘
の

砂
が
清
め
の
砂
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　志
賀
海
神
社
の
境
内
入
口
に
は
、
こ

の
「
御
潮
井
」
の
砂
が
盛
ら
れ
て
お
り
、

参
拝
者
は
ま
ず
、
こ
の
砂
で
身
を
清
め

て
か
ら
参
拝
す
る
こ
と
に
な
る
。

穗
髙
神
社
の
式
年
遷
宮
祭
を
記
念
し
て
、
筆
者

の
会
社
龍
鳳
書
房
で
は
『
図
説
穗
髙
神
社
と
安

曇
族
』（
定
価
１
５
０
０
円
＋
税
）
を
出
版
し
ま

し
た
。
穗
髙
神
社
の
歴
史
と
祭
事
並
び
に
安
曇

族
の
歴
史
や
全
国
の
関
係
地
を
豊
富
な
カ
ラ
ー

写
真
を
用
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
志
賀
島
の
各
家
々
で
は
「
御

潮
井
」
を
大
切
に
し
て
お
り
、
そ
れ
を

家
の
玄
関
に
置
き
、
出
か
け
る
前
に
は

左
右
左
と
振
り
か
け
て
い
く
風
習
が
今

も
行
わ
れ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に「
御
潮
井
」は
志
賀
島
で

は
穢
れ
を
祓
う
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
。

　日
本
で
は
古
来
よ
り
、
塩
あ
る
い
は

砂
が
清
め
の
道
具
と
さ
れ
て
き
た
。
そ

れ
を
考
え
た
と
き
、
海
人
族
の
風
習
が

色
濃
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　島
国
日
本
は
長
い
縄
文
時
代
か
ら
全

く
違
う
新
文
化
を
持
つ
弥
生
時
代
に
転

換
し
た
。
そ
の
原
動
力
を
担
っ
た
人
々

こ
そ
、
海
を
熟
知
し
た
人
々
で
あ
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。　

穗髙神社御神殿の周囲に志賀島の砂を撒く「玄海砂持ち行事」
	 	 	 　　　　（穗髙神社提供）

志賀海神社の「御潮井」

安曇族とは⑤.indd   4 16/03/25   16:06
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　　　　　　　　起業家が集うシリコンバレー

　2月中旬、極寒の信州を離れ、経済産業省主催の米国西海岸
で最大級を誇る製造業集積地ロサンゼルスと、Appleや Google、
Facebook等の ITベンチャー企業の集積地シリコンバレーの視察
ミッション団に参加した。5日間で企業や起業家、創業支援施設
等 16カ所を訪問するハードスケジュールである。
　ロサンゼルスはポカポカ陽気で、半袖Ｔシャツの方もチラホラ
と。心臓人工弁の製造分野で世界一の Edwardsでは、弁の縫製
作業にかかるシニ
ア作業者がフロア
に多数。ハイテク
製品を高齢の技能
者集団の力が支え
る。
　また、故松下幸
之助氏のお孫さ
んの松下弘幸氏
が CEO を務める
Swift Engineering
も訪問。レース車両
の風洞作製技術をもとに、航空宇宙産業界へ進出。社長は米国人
で、経営理念、人材の重要性などは、実に松下電器（National）っ
ぽい。雇用契約面ではドライな印象が強い米国企業だったが必ず
しもそうではないらしい。また、シリコンバレーでは、白タク
サービスの「Uber」や電気自動車でトヨタ超えを狙うテスラなど、
彼ら彼女らの狙う「破壊的イノベーション」に触れ、刺激と学び
の連続だ。まさに、「起業や新事業の風の匂い」を肌身で感じた。

心臓人工弁製造業「Edwards」の工場

観点
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　さて、振り返って我が国「日本」。若者達への起業や創業支援
として、一時的な補助金や低金利の融資が実施されているが、そ
れらが、行政の第一義の仕事ではない。今の日本は、良くも悪く
も規制で縛られ、若者の自由な発想やスタートアップが生まれに
くい。ここが、シリコンバレーとの大きな違いだ。決して、米国
のアイデアや構想力に日本が負けているわけではない。もし、行
政として今後も本気で起業・創業を推し進め、勘違いした若者達
を増やし、リスクを取らせる覚悟があるのなら、責任も伴う。規
制緩和による市場開放をすすめることで、若者達の自由な発想が
生まれ、起業創業も興りえる。特区創設など、市町村でもできる
ことはたくさんある。活躍の土俵だけは大きくしてあげるべきだ。
もっとも、イノベーションを興す起業家は、長野県内に何百人も
必要ではなく、構想力や実践力に優れた人が数十名いれば、じゅ
うぶんだ。それよりも、真面目で力強く、欠けない組織の歯車こ
そが地域産業振興の根幹だ。

一般財団法人浅間リサーチエクステンションセンター
センター長・専務理事
信州大学繊維学部　特任教授　工学博士　岡田基幸

シリコンバレーにある韓国人経営の
電子機器の受託生産工場
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地域に根ざす

紹介

ＮＰＯ法人　

信州いなか体験塾
１．どういう目的のＮＰＯ法人でしょうか。

　本法人は、都会の大人・子供たちを対象に、
信州の空き古民家を利用、または、ホームステイ方式などにより、野菜・
米・魚など有機栽培や、山と親しむ森林整備・植林（マイ・ツリー）・木材
を使った工作などを大人も子供も体験し、且つ、信州の風土・気候を満
喫して癒せる体験をし、改めて健康や環境に対して考え、将来に向けて
都会へのＰＲと観光リピーターとしての使者となって貰うことにより、一
人でも多くの人に田舎の素晴らしさを体験して貰いながら、地域社会と
の交流の促進を図り、地域社会の活性化に貢献・寄与することを目的と
しています。
　現在は、活動する人や資金の関係もあり企業の丸抱え的なＮＰＯ法
人として活動しています。

２．具体的にどのような活動をしていますか。
　本来の目的に即した活動ができず、現在はボランティア活動中心に
行っております。
　①　上田古戦場ハーフマラソンの受付・記録係・給水所と分散して、
現在は２０人ほどが参加して協力をしております。第１回から現在ま
で２９年間協力をしております。
　②　別所線(電車)の赤坂上、別所駅のホームの回りの花植え（花壇
整備）を行っております。年二回花植えを実施し、その間で２~３回ずつ
草むしりをし、観光客へのおもてなしの協力をしております。現在まで
１５年間続けています。
　③　上田城千本桜祭の際に観光客対象に無料の「振る舞い十勇士
鍋」を来場者に振る舞っております。期間中の土・日のどちらかで行い
約６０００食来場者に召し上がっていただき喜んで貰っています。ス
タート時から１２年間続けて行っています。
　④　真田幸村ロマンウォークに関して県内外から参加する参加者対
象に「振る舞い十勇士鍋」を振る舞い参加者に喜んで貰い、上田の好印
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象を持ってもらい次も上田へ旅行等で来てもらえるような地域の活性
化に一役買っている。現在で８回目となります。
　⑤　３on３in上田（ストリートバスケットボール）実行委員会を作っ
て主催している。上田城下のコート及び体育館（雨天の場合）等を使っ
て年に一度県内外から若者たちを集めて開催し、毎回４０チームほど
参加し、若者たちに活躍の場を提供している。
第１回から昨年で11回開催されています。
　⑥　県道わきの花壇（県の里親制度で行っている）をガールスカウト
の皆さんが整備している所をサポーターとして修理等のお手伝いをし
ています。
   ⑦　他にも日本語を学びに来ている外国人留学生と一緒にボラン
ティアを行ったり、お祭りに一緒に参加して日本文化を体験させたりし
て交流を図っています。
　今後は、本来の目的である「都会の人達の田舎体験」を行うＮＰＯと
して活躍するよう、準備を行っているところです。

　　　　　　上田城千本桜祭の際に観光客対象に無料の
　　　　　　「振る舞い十勇士鍋」を来場者にふるまっています。

３．社会にどういうことを伝えたいですか。
　本事業を通じて地域の人達がなるべく多くのイベントに参加し協力
して、地方創生の起爆剤となるよう、都会から人を呼び都会の人と田舎
の人との交流を重ねることで、将来は田舎に住んでもらい、この地域が
活性化され人口増加にも役立つことが目的である。ＮＰＯを通じてこの
様な事を地域の人に伝え理解してもらうことが大切です。
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ドドーン、白煙が立ち込め、
背筋に緊張が走る。真田の
御屋敷での実演風景である。
来訪者は真田三代の時代に
タイムスリップ。真田鉄砲隊
はことしも４００年前の勇
壮な姿を見せた。

　　　　　　別所温泉駅の花壇が老朽化してきていたことから、
　　　　　　修繕作業を行いました。

４．基本情報
　活動開始時期：平成15年２月20日　
　会員数：53人
　主な活動資金：自主事業収益＋企業寄付
　運営人員：9人
　事務所：上田市上田原1073-4
　ホームページ：http://www.valley.ne.jp/~msc/
　メールアドレス：msc03@e-misuzu.com
　理事長：増澤延男
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「
本
が
好
き
、
書
く
こ

と
が
好
き
、
映
画
が
大

好
き
」
な
岩
下
郁
子
さ
ん

（
71
歳
）
の
キ
ャ
リ
ア
は
、

こ
の
三
つ
が
礎
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
も
、
そ
の
キ
ャ

リ
ア
は
多
彩
で
躍
動
感
に

満
ち
て
い
る
。

横
浜
出
身
の
岩
下
さ

ん
は
、
高
校
卒
業
後
い
っ

た
ん
は
就
職
し
た
が
２
年

後
、
仕
事
に
つ
い
て
考
え

直
し
、
苦
学
し
て
大
学
に

入
る
。
恩
師
と
の
貴
重
な

体
験
を
経
て
、
卒
業
後
は

出
版
社
に
就
職
。「
書
く

こ
と
」
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

る
。
７
年
間
勤
務
し
た
の

ち
、
家
庭
の
事
情
で
親
子

4
人
上
田
へ
移
住
。

上
田
へ
来
て
か
ら
は「
本

が
好
き
」
な
こ
と
か
ら
「
信

濃
子
ど
も
の
本
研
究
会
」
に

入
会
、そ
の
２
年
後
に
は
「
上

田
子
ど
も
劇
場
」
の
設
立
に

関
わ
り
上
田
で
の
活
動
が
始

ま
る
。
そ
の
後
、
子
ど
も
劇

場
で
中
枢
的
役
割
を
担
い
な

が
ら
、
童
話
４
冊
を
出
版

し
た
。
好
調
な
売
れ
行
き
で
、

ＮＰＯ法人上田演劇塾　

事務局長　岩下郁子さん

公演終了後、全員でガッツポーズ 　左端が岩下さん

2015年の演劇『花の木村』
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作
家
へ
の
道
を
歩
み
か
け
た
と
こ
ろ
で

３
人
目
の
お
子
さ
ん
を
出
産
、
執
筆
は

一
休
み
状
態
と
な
る
。

育
児
を
し
な
が
ら
、「
子
ど
も
」

と
「
本
」
と
「
劇
」
が
結
び
つ
き
、

１
９
９
８
年
に
上
田
演
劇
塾
を
立
ち
上

げ
る
。
現
在
は
演
劇
塾
の
事
務
局
長
と

し
て
、「
空
と
ぶ
子
ど
も
演
劇
団
」
を

運
営
し
、
脚
本
を
手
掛
け
る
。

Ｑ　

高
校
卒
業
後
、
い
っ
た
ん
就
職

さ
れ
て
か
ら
大
学
に
入
ら
れ
た
の
は
ど

う
し
て
で
す
か
。

Ａ　

本
ば
か
り
読
ん
で
い
て
、
夢
見

る
夢
子
さ
ん
だ
っ
た
の
で
、
深
く
考
え

も
せ
ず
に
就
職
し
ま
し
た
。
民
間
の
大

企
業
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
学
歴
の

差
を
感
じ
た
の
で
す
。
ポ
ワ
ー
ン
と
し

て
い
た
私
に
大
き
な
一
撃
で
し
た
。「
揺

る
ぎ
な
い
仕
事
に
就
か
な
け
れ
ば
」
と

強
く
思
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
働
き
な

が
ら
勉
強
し
て
大
学
に
入
り
ま
し
た
。

Ｑ　

20
歳
で
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、

苦
学
さ
れ
た
の
で
す
ね
。
女
性
の
大
学

進
学
が
少
な
か
っ
た
時
代
に
、
充
実
し

た
大
学
生
活
を
送
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

Ａ　

そ
う
で
す
ね
。
大
学
で
恩
師
島

崎
稔
先
生
〈
社
会
学
教
授
〉
に
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
島
崎
先
生

の
資
本
論
ゼ
ミ
に
参
加
し
た
り
、
長
野

県
や
群
馬
県
へ
農
村
社
会
学
の
現
地
調

査
に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
学

ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
ゼ
ミ
で
、
先
生
に

は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

普
通
の
人
よ
り
２
年
遅
い
24
歳
で
卒
業

し
て
、
出
版
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

Ｑ　

そ
の
頃
は
、
大
学
卒
の
女
性
は

学
校
の
先
生
に
な
る
方
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
う
は
せ
ず
民
間

企
業
に
就
職
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

Ａ　

教
員
免
許
は
取
っ
た
の
で
す
が
、

本
が
好
き
な
こ
と
も
あ
っ
て
出
版
社
に

就
職
し
、
配
属
さ
れ
た
「
少
年
少
女
新

聞
」
の
記
者
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
実

は
こ
の
選
択
が
私
に
と
っ
て
大
き
な
転

機
に
な
っ
た
の
で
す
。
在
職
中
、
東
京

大
空
襲
の
記
録
を
始
め
た
ば
か
り
の
早

乙
女
勝
元
さ
ん
に
お
会
い
で
き
、
ま
た

赤
木
由
子
さ
ん
、
早
船
ち
よ
さ
ん
ら
が

主
宰
す
る
女
流
作
家
グ
ル
ー
プ
の
勉
強

会
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

こ
う
い
う
考
え
方
を
す
る
女
性
も
い
る

ん
だ
と
、
視
野
が
一
気
に
拡
が
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
あ
な
た
は
本
を
書
く

べ
き
だ
と
赤
木
さ
ん
〈
代
表
作
：
二
つ

の
国
の
物
語
（
理
論
社
）〉
か
ら
強
く

言
わ
れ
ま
し
た
。

Ｑ　

貴
重
な
体
験
を
さ
れ
て
い
た
と

き
に
上
田
へ
移
住
、
何
か
も
っ
た
い
な
い

気
が
し
ま
す
。

Ａ　

仕
事
を
頑
張
り
す
ぎ
て
体

調
を
崩
し
ま
し
た
。
上
田
に
来
て
か

ら
は
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
こ
と
も
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あ
っ
て
就
職
先
が
見
つ
か
ら
ず
、「
信
濃

子
ど
も
の
本
研
究
会
」
や
「
上
田
子
ど

も
劇
場
」
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
次

第
に
こ
れ
ら
の
活
動
が
お
も
し
ろ
く
な

り
、
の
め
り
こ
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。

「
上
田
子
ど
も
劇
場
」
で
は
、
主

に
、
プ
ロ
の
演
劇
を
子
ど
も
た
ち
に
見

せ
る
活
動
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
次

第
に
、
劇
の
真
意
が
子
ど
も
た
ち
に
す

ん
な
り
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
始
め
た
の
で
す
。
そ
れ
で
、
子

ど
も
た
ち
自
身
が
演
じ
た
ら
ど
う
か
と

考
え
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
福
岡
で
子
ど

も
劇
団
が
で
き
た
こ
と
を
知
り
、
興
味

が
深
ま
り
ま
し
た
。

Ｑ　

育
児
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の

活
動
を
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
童
話
も
書

か
れ
ま
し
た
。

Ａ　
「
信
濃
子
ど
も
の
本
研
究
会
」

の
代
田
昇
先
生
や
同
人
の
お
か
げ
で
す
。

最
初
に
『
ぼ
く
の
大
し
っ
ぱ
い
』
を
書
い

た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
３
万
冊
売
れ
て
、

初
め
て
印
税
を
も
ら
い
ま
し
た
。
出
版

社
に
「
次
も
」
と
言
わ
れ
、『
の
ら
犬
ロ

ク
と
４
人
組
』
ほ
か
２
冊
を
出
版
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
も
順
調
だ
っ
た
の
で
、「
作

家
に
な
ろ
う
か
な
？
」
と
思
い
始
め
た

と
き
に
、
次
男
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
３

人
育
て
な
が
ら
の
執
筆
は
容
易
で
は
な

く
、
休
業
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。Ｑ　

そ
し
て
１
９
９
６
年
か
ら
上

田
演
劇
塾
の
設
立
準
備
を
始
め
ら
れ

１
９
９
８
年
に
設
立
、
今
年
で
ち
ょ
う

ど
20
年
。
演
劇
塾
で
は
脚
本
も
お
書
き

に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

Ａ　

実
は
子
ど
も
の
頃
、
映
画
を

た
く
さ
ん
観
ま
し
た
。
銭
湯
を
経
営

し
て
い
た
伯
母
が
い
て
、
銭
湯
に
映

画
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
と
無
料
チ
ケ
ッ

ト
が
も
ら
え
た
ん
で
す
。
子
ど
も
が

い
な
か
っ
た
伯
母
は
い
つ
も
私
を
連
れ

て
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
３

本
立
て
で
し
た
か
ら
１
回
で
５
〜
６

時
間
。
4
歳
こ
ろ
か
ら
中
学
生
に
な

る
ま
で
毎
週
映
画
館
に
行
っ
て
い
ま

し
た
。『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』
や
『
24
の

瞳
』
な
ど
は
今
で
も
瞼
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
頃
の
映
画
鑑
賞
が
、
今
の
脚
本
や

演
出
に
生
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ　

貴
重
な
体
験
を
お
持
ち
で
す
ね
。

演
劇
塾
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
お

話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

Ａ　

は
い
。
メ
ン
バ
ー
は
未
就
学
児

か
ら
中
学
生
ま
で
10
人
か
ら
15
人
位

ご長男が３歳の頃
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で
、
毎
年
定
期
公
演
を
行
い
ま
す
。
一

昨
年
は
『
ピ
ノ
キ
オ
の
冒
険
』、
昨
年
は

『
花
の
木
村
』
を
上
演
し
ま
し
た
。「
う

え
だ
子
ど
も
文
化
祭
」
は
15
年
前
か
ら
、

上
田
文
芸
祭
に
は
13
年
前
か
ら
出
演
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　

う
え
だ
子
ど
も
文
化
祭
は
私
も

鑑
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
動

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
皆
い
き
い

き
し
た
表
情
で
堂
々
と
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
理
由
で
岩
下
さ

ん
の
演
劇
団
に
入
っ
て
き
ま
す
か
。

Ａ　

以
前
は
、
保
護
者
の
方
が
「
ウ

チ
の
子
ど
も
は
消
極
的
な
の
で
」
と
い

う
理
由
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近

は
自
ら
の
意
志
で
入
っ
て
く
る
子
が
多
い

で
す
。
ど
こ
か
で
演
劇
を
観
て
「
自
分

も
」
と
思
う
よ
う
で
す
。
彼
ら
に
は
演

劇
や
歌
唱
を
通
し
て
、
感
情
や
考
え
を

表
現
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
の
違
う
子
ど

も
た
ち
が
接
す
る
こ
と
で
、
思
い
や
り

や
助
け
合
い
の
心
も
育
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
平
均
７
年
か
ら

８
年
在
籍
し
ま
す
の
で
、
学
校
の
先
生

よ
り
付
き
合
い
は
長
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

Ｑ　

そ
れ
に
し
て
も
ひ
と
つ
の
劇
を

作
り
上
げ
る
の
は
、
並
大
抵
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

Ａ　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
毎
年
こ

れ
で
最
後
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
新

年
度
に
な
る
と
や
っ
ぱ
り
わ
く
わ
く
し

ま
す
。
４
月
に
、
子
ど
も
た
ち
と
話
し

合
い
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
年
の
テ
ー
マ

を
決
め
ま
す
。
テ
ー
マ
は
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
大
切
だ
と
思
わ
れ
る
問
題
を

取
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
決

ま
っ
た
ら
私
が
台
本
を
書
き
、
演
出
家

や
音
楽
等
の
指
導
者
と
と
も
に
配
役
を

決
め
、
練
習
を
始
め
ま
す
。
練
習
は
毎

週
土
曜
日
で
、
夏
休
み
に
一
泊
二
日
の

合
宿
を
行
い
、
春
休
み
に
は
観
劇
旅
行

も
し
ま
す
。
今
年
は
「
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・

ソ
レ
イ
ユ
」
を
観
に
行
く
ん
で
す
よ
。

稽
古
場
か
ら
飛
び
出
し
て
の
課
外
体
験

な
の
で
、
み
な
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

子
ど
も
た
ち
は
練
習
、
発
表
を

通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
盛
り

上
が
り
ま
す
か
。

本番に向けて練習を重ねる
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Ａ　

初
め
は
シ
ー
ン
ご
と
に
練
習
し

て
い
く
の
で
す
が
、
自
分
以
外
の
役
割

が
な
か
な
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。「
ど
う

し
て
あ
の
子
は
右
を
向
く
ん
だ
ろ
う
？
」

「
ど
う
し
て
私
の
前
を
横
切
っ
て
い
く

ん
だ
ろ
う
？
」
と
か
ね
。
で
も
練
習
を

重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
全
体
の
流
れ
を

把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
た

ち
の
表
情
が
、
ぱ
っ
と
明
る
く
な
る
ん
で

す
。
霧
が
晴
れ
た
よ
う
に
。
そ
ん
な
と

き
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
私
に
と
っ

て
も
最
高
に
嬉
し
い
で
す
ね
。

Ｑ　

感
動
す
る
お
話
し
で
す
。
最
後

に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

Ａ　

あ
と
何
年
続
け
よ
う
と
か
後

継
者
を
育
て
よ
う
と
か
は
考
え
ま
せ
ん
。

演
劇
は
脚
本
か
ら
始
ま
り
演
出
・
音

楽
・
照
明
・
舞
台
美
術
・
そ
し
て
役
者

の
魅
力
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
そ

れ
ら
を
含
め
て
、
演
劇
の
持
つ
素
晴
ら

し
さ
を
後
世
に
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

「
20
年
間
、
演
劇
塾
を
続
け
て
き
て

良
か
っ
た
」
と
し
み
じ
み
語
る
岩
下
さ

ん
。「
自
分
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
目
を

奪
わ
れ
て
、
ど
れ
も
中
途
半
端
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
た
が
、
振
り
返
れ
ば

一
筋
の
道
を
歩
い
て
き
て
い
た
」
と
話
す
。

こ
れ
ま
で
の
卒
塾
生
は
延
べ
２
０
０
人
。

そ
の
中
に
は
舞
台
の
仕
事
を
目
指
す
子

も
多
い
。
岩
下
さ
ん
の
熱
意
が
上
田
か

ら
全
国
へ
拡
が
り
、
着
実
に
後
世
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
。

岩
下
さ
ん
は
還
暦
を
迎
え
た
と
き
、

「
い
い
顔
の
年
よ
り
に
な
り
た
い
」
と

思
っ
た
。
古
稀
の
と
き
は
「
90
歳
で
老

衰
で
死
ぬ
の
が
夢
」
だ
そ
う
だ
。「
90
歳

ま
で
頑
張
っ
た
ら
周
囲
は
安
心
し
て
送
っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
」「
ポ
イ
ン
ト
は

老
衰
な
の
よ
」
と
に
っ
こ
り
。
才
能
を

次
々
に
花
開
か
せ
て
人
生
を
全
う
す
る
、

何
と
素
晴
ら
し
い
生
き
方
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
成
28
年
２
月
26
日
訪
問　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
文
子　 サントミューゼで公演
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あとがき

　ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」の放

映にともない、１月 17 日上田城跡

公園内に大河ドラマ館がオープンし

た。全国で唯一の「信州上田真田丸

大河ドラマ館」で、旧上田市民会館

を利用して造られた。

　ドラマ館は４つのゾーンから構成されている。１つ目は、「真田丸」

の時代背景、及び主人公真田信繁（幸村）と彼を取り巻く人々との関

係を紹介するゾーン。ドラマの台本や絵コンテなどが展示され、「真

田丸」の世界へ誘う。２つ目は信繁の物語が始まった上田城のゾーン。

上田合戦の解説や撮影に使われた小道具・衣装などが展示されている。

テレビで見慣れた衣装を見ていると、真田家の一員になったような気

分になる。３つ目はドラマのクライマックス、大阪の陣「真田丸」ゾー

ン。深さ４ｍほどもある空堀をはじめ、戦国時代を彷彿させるセット

が溢れている。注目は、徳川家康を恐れさせた信繁の鎧兜。威風ある

赤備えの武具に多くの観光客が足を止め、写真に収めていた。最後は

ドラマ製作の裏側がわかるゾーン。視覚効果技術の紹介やロケ地、題

字制作シーンの上映などがある。アナログとデジタルが駆使されたド

ラマの裏側は、とても興味深いものだった。

　１時間ほどの見学だったが、「真田丸」の世界を大いに楽しむこと

ができた。ドラマ館は３月 10 日に入館者６６６６６人を記録し、一

日平均１２３４人。春からはもっと

増えるだろう。上田駅からドラマ館

までは徒歩 10 分、沿道には案内看

板や真田十勇士のパネルが設置され、

観光客を誘導している。また城跡公

園前では、真田十勇士に扮した女性

がにこやかに観光客を迎えていた。

　　　　　　　　　　　（木漏れ日）
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